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化
石
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

「
～
地
域
の
お
宝
～
活
用
方
法
を
協
議
」 

 

  

六
月
二
十
一
日
（
月
）、
油
木
高
校
・
神
石
高
原
中
学

校
・
油
木
小
学
校
か
ら
先
生
方
を
招
き
、「
に
し
か
わ
化

石
館
」
オ
ー
プ
ン
に
係
り
展
示
内
容
・
活
用
方
法
に
つ

い
て
の
意
見
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

化
石
館
内
や
数
々
の
化
石
標
本
を
見
学
し
て
い
た
だ

い
た
後
、
先
生
方
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
意
見
を
伺
い

ま
し
た
。 

 

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
神
石
高
原
町
に
は
博
物
館
が

な
い
が
、
こ
の
小
さ
な
施
設
を
将
来
的
に
は
立
派
な
博

物
館
と
い
え
る
よ
う
な
施
設
に
し
た
い
。
」
と
い
う
思

い
を
込
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回

の
意
見
交
流
会
も
「
化
石
」
と
い
う
「
地
域
の
お
宝
」

を
活
用
す
る
た
め
の
、
生
涯
学
習
と
い
う
大
き
な
枠
の

中
で
の
社
会
教
育
と
学
校
教
育
の
融
合
の
第
一
歩
と

と
ら
え
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
多
く
の

意
見
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

当
日
は
教
育
委
員
会
・
未
来
創
造
課
か
ら
も
出
席
い

た
だ
き
ま
し
た
。
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
・
学
校
・
行
政

が
「
に
し
か
わ
化
石
館
」
完
成
に
向
け
て
、「
ま
ち
づ
く

り
・
地
域
づ
く
り
」
通
じ
て
「
生
涯
学
習
の
推
進
」
と

い
う
目
的
・
意
義
を
共
有
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。 

 

六
月
二
十
一
日
（
月
）、
若
林
佐
都
子
先
生
を
講
師
に

招
き
「
大
人
の
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
、「
夏
の
花

を
描
く
」
を
テ
ー
マ
に
ア
ン
ス
リ
ウ
ム
の
花
を
色
鉛
筆

で
表
現
し
ま
し
た
。 

 

難
し
い
題
材
で
し
た 

が
、
若
林
先
生
の
丁
寧 

で
的
確
な
指
導
の
も
と 

参
加
者
の
皆
さ
ん
も
満 

足
の
い
く
作
品
が
仕
上 

が
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

「
無
心
で
花
を
見
つ 

め
な
が
ら
鉛
筆
を
動
か 

す
時
間
は
、
と
て
も
落 

ち
着
き
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ 

で
き
ま
し
た
。」
と
の
感 

想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。 

に
し
か
わ
展
示
室
企
画
展 

 

『
白
球
は
飛
ん
だ
！ 

小
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界

』 

好
評
開
催
中 

 
 

 

七
月
三
十
日
ま
で 

「にしかわ」での意見交流会 
―先生方から積極的な意見を伺いました― 

「夏
の
花
を
描
く
」 

大
人
の
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ 

 

 

 
作品制作の様子 

「ゆ
き
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」 

粽
ち
ま
き

・
柏
餅

か
し
わ
も
ち

を
つ
く
り
ま
し
た 

 

 

 

六
月
二
十
六
日
（
土
）
に
、
今
年
度
最
初
の
「
ゆ
き

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
児
童
十
四
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
事
前
に
、
油
木
地
区
で
採
れ
た
笹
の
葉
、

い
草
（
ゆ
が
ら
）、
サ
ル 

ト
リ
イ
バ
ラ
や
柏
の
葉
を 

ス
タ
ッ
フ
が
用
意
し
、
小 

田
緑
先
生
と
、
神
石
高
原 

町
女
性
会
油
木
支
部
の
皆 

さ
ん
の
指
導
を
受
け
て
、 

団
子
を
包
み
、
粽
・
柏 

餅
を
つ
く
り
ま
し
た
。 

 

ひ
と
り
一
人
が
地
域
に 

伝
わ
る
作
り
方
を
体
験
す 

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
は
一
緒
に
食
べ
た 

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、 

コ
ロ
ナ
の
た
め
我
慢
。 

作
っ
た
粽
と
柏
餅
は
持
ち 

帰
り
、
家
の
人
と
一
緒
に 

食
べ
ま
し
た
。 

 

 

開催日時 : 令和３年８月８日（日）   

９時～１３時 

 

開催場所：田頭 御所ヶ谷川 

          【現地集合、現地解散 】 

 

集合場所：田中製材 

 ※少雨決行 

大雨や増水の場合は総合交流センター 

じんせきの里で開催します。 

      

参 加 費：無 料 

 

定  員 : 各支援センターで、先着各校児童 ７人  

※保護者が必ず同伴してください。 

※保護者の方も濡れてもよい服装でおいでください。 

 

持 参 物 : 飲み物（お茶または水） 替えのマスク 

 軍手 虫よけスプレー  水着 着替え  

         タオル  ぬれてもいい運動靴  

キッチンバサミ 

締め切り：令和３年７月１９日（月） 

子ども交流会と夏の川

内容 

川でマスのつかみ取り体験・マスのさばき方 

串ざし体験・マスの塩焼き・おさかなクイズ 

                   等 

 

・「
地
元
で
採
れ
た
（
地
元
の
人
が
集
め
た
）
実
物
は

身
近
に
感
じ
ら
れ
興
味
が
持
て
る
。
自
己
学
習
・
生
涯

学
習
の
第
一
歩
に
な
る
。」 

・「
歩
い
て
来
ら
れ
る
立
地
条
件
な
の
で
２
時
間
続
き

の
授
業
で
利
用
可
能
で
あ
る
。」 

・「
情
報
の
場
と
し
て
、
調
べ
学
習
・
自
由
研
究
・
科

学
研
究
の
情
報
が
得
ら
れ
る
と
よ
い
。」 

・「
個
人
的
に
興
味
が
あ
る
生
徒
も
い
る
。
個
人
の
学

習
の
場
と
し
て
使
い
勝
手
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。」 

・「
映
像
や
音
響
も
工
夫
す
れ
ば
よ
い
。
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
の
利
用
も
考
え
ら
れ
る
。
小
さ
な
子
に
も
興
味
が

わ
く
の
で
な
い
か
。」 

新
規
職
員 

紹
介 

新
規
職
員 

紹
介 

六
月
よ
り
事
務
局
次
長
と
し
て
採

用
に
な
り
ま
し
た
野
上
欣
也
で
す
。 

横
浜
よ
り
昨
年
高
蓋
に
参
り
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

「にしかわ展示室」展示作品募集!! 

 「にしかわ」で学習活動の成果や趣

味・コレクションの展示・発表をして

みませんか。 

 「にしかわ」では、展示作品を募集

しています。 

（お問い合わせ） 

油木協働支援センター 

0847-82-0711  

 

楽しく調理することができました   
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空き家対策に役立つ支援制度 

空き家解体撤去事業(最大 50 万円) 

老朽化した空き家を解体することで地域の

生活環境の保全を図るため，解体撤去費用の

１／３（補助金限度額 50 万円）を支援しま

す。支援は築 35 年以上で、5 年以上居住し

ていない物件を解体する場合、町内の業者で

解体工事を行う条件で支援します。解体費は

約 3 万円／坪です。田舎の家は母屋だけで

なく、土蔵、納屋等多くの家屋があり、解体

費用が高額になりがちです。解体費用が

500 万円になったケースも報告されていま

す。 

空き家家財撤去処分事業(最大 20 万円) 

空き家バンクに登録する空き家の家財道具

を処分する場合に、撤去費用の 1/2（最大

20 万円）を支援します。家財道具が多く、

処分費に 80 万円かかったケースも。 

＊:必ず撤去前の申請が必要です。 

空き家活用促進事業（最大 10 万円） 

空き家バンクに登録した家屋を、神石高原町

へ移住を希望する方へ提供する空き家所有

者（賃貸、売却ができる権利を有する者含む）

を支援します。 

こんな方が空き家情報を待ってます。 

空き家対策チーム  

空き家や土地をお持ちの皆さまへ 【3】 

 

空き家を活用する支援制度 

空き家及び住宅改修事業（最大 50 万円） 

 空き家バンク登録物件を購入又は賃貸した移

住者、自宅を改修する U ターン者、新婚定住者が

自宅を改修する場合に、改修工事の一部（最大 50

万円）を支援します。

子育て世帯等の住宅取得支援事業(最大 150

万円) 

 子育て世帯、新婚世帯、新規転入世帯、三世代

同居・近居世帯が町内に住宅を取得する費用の一

部を支援します。中古（空き家）も対象。 

但し、住宅は玄関・台所・トイレ・浴室・居室を

備え，住居として利用上の独立性を有するもの。

申請者は交付決定後１０年以上定住する方。 

※取得とは 

新築住宅：登記における新築年月日 

中古住宅：所有権移転登記年月日 

神
石
高
原
『
平
和
の
千
羽
鶴
運
動
』 

 

今
年
も
平
和
公
園
へ
折
鶴
の
献
呈
を

八
月
十
九
日
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
、
今
年
は
最
少
人
数
と

す
る
た
め
、
各
セ
ン
タ―

職
員
の
み
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
い
つ
も

通
り
の
参
加
が
で
き
る
と
い
い
で
す

ね
。 

 

油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
折
鶴

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

昨
年
は
神
石
高
原
町
と
し
て
折
鶴
八

万
一
千
羽
を
捧
げ
ま
し
た
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

一緒に食事をするって、とても大切。「出典：文部科学省」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          ―地域の子どもを見守り育てましょうー（油木協働支援センター） 

                              地域の                深良い                 

子どもにとって、食事は身体の健康だけでなく、心の成長にも深くか

かわっています。家族一緒に食事をすることによって、家族のふれあ

い、食事のマナーなど社会性を深めることにもつながります。できるだ

け家族そろっての食事を心がけましょう。 

また、食事を一緒に「つくる」ことも大切です。自分の手で食事をつ

くることを通じて、食材や調理法について学ぶことができます。また、

家族のために食事をつくる喜びや達成感を実感することができます。 

一緒に食事をつくって一緒に食べることを通じ、食に関する知識や豊

かな心を育んでいきましょう。 

 
資料 

「楽しい食事つながる食育」 

平成２８年  文部科学省 

『日本の食文化を伝えよう』 

日本は南北に長く、春・夏・秋・冬の四季があり、季節ごと

に旬の農産物や水産物などがあります。これらの食べ物をお

いしくいただくための知恵が、食品や料理を通して伝えられ

ています。 

            『ごはんにみそ汁は昔の人の知恵』 

           豆腐やわかめ、野菜などを入れたみ 

           そ汁は、ごはんを食べやすくすると 

           ともに、いろいろな栄養素を補って 

           くれます。 

 

                

                

                

Ⅰ問目答：ふ（お麩 ふ ）のおみそ汁（「今

日、ふのおみそ汁よ。」） マサくんは、「今日

ふのおみそ汁」を「恐怖のおみそ汁」と聞き

まちがえてしまったのだ。いったい、どんな

具を想像したのだろう。（笑） このように、

言葉の区切りを変えて読むことを、『ぎなた

読み』と言う。 

 

２問目答：横にして一番左に付け足すと、「-

3+1= -2」となって成り立ちます。ところで

この問題にはもう一つ答えがあります。「等

式」である必要はないんです。というわけ

で、「3+1=/= -2」でも正解になります。 

不定期連載企画「頭の体操！」 

6 月号の回答です。 

 

ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
季
節
到
来 

！ 
ホ
タ
ル
と
い
え
ば
川
面
を
飛
び
交
う
清
流
を
連
想
し
ま
す
が
、

ホ
タ
ル
全
体
で
は
む
し
ろ
陸
生
の
方
が
普
通
だ
そ
う
で
、
森
林
内

に
生
息
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。 

油
木
の
出
佐
谷
で
は
今
年
二
十
回
目
の
「
ヒ
メ
ボ
タ
ル
を
観
る

夕
べ
」
が
開
催
さ
れ
る
程
多
く
飛
び
交
い
ま
す
。
ヒ
メ
ボ
タ
ル
は
、

ヘ
イ
ケ
や
ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル
の
よ
う
な
糸
を
引
く
よ
う
な
光
り
方

で
は
な
く
、
一
秒
間
に
複
数
回
光
る
た
め
、
森
の
中
で
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
ピ
カ
ピ
カ
と
幻
想
的
に
光
り
ま
す
。
ま
だ
間

に
合
い
ま
す
。
油
木
の
宝
石
を
見
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 
撮影：今川重信氏（福山市）

   

今
年
は
七
月
三
日

頃
に
飛
び
始
め
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
二
週

間
後
ま
で
楽
し
め
ま

す
。
夜
暗
く
な
っ
て

か
ら
光
り
だ
し
ま

す
。
見
ご
ろ
は
八
時

か
ら
九
時
頃
ま
で
で

す
。 

 

暗
い
森
の
中
で

す
。
マ
ム
シ
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
虫
対

策
も
万
全
で
来
て
く

だ
さ
い
。 

 

  


